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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成26年11月6日(2014.11.6)

【公表番号】特表2013-542786(P2013-542786A)
【公表日】平成25年11月28日(2013.11.28)
【年通号数】公開・登録公報2013-064
【出願番号】特願2013-536859(P2013-536859)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｌ   2/26     (2006.01)
   Ｃ１２Ｍ   1/12     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｌ   2/26    　　　Ｃ
   Ｃ１２Ｍ   1/12    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年9月18日(2014.9.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　生物学的滅菌インジケーターであって、
　ハウジングと、
　液体を収容し、かつ前記ハウジング内に配置されるように寸法決めされる、容器であっ
て、前記容器の少なくとも一部分が壊れやすく、前記容器は、前記容器が無損傷であり、
前記液体が前記ハウジングの内部と流体連通していない、第１の状態と、前記容器が断裂
して、前記液体が前記ハウジングの前記内部と流体連通する、第２の状態とを有する、容
器と、
　前記容器が前記第１の状態にあるとき、前記容器が中に配置される、前記ハウジング内
の第１チャンバと、
　前記容器が前記第１の状態にあるとき、前記容器及び前記液体が中に配置されず、前記
容器が前記第１の状態にあるとき、滅菌剤が中に移動し、前記容器が前記第２の状態にあ
るとき、前記液体が中に移動する、前記ハウジング内の第２チャンバであって、前記第２
チャンバは、前記容器が前記第１の状態にあるとき、前記液体と流体連通せず、前記容器
が前記第２の状態にあるとき、前記液体と流体連通する、少なくとも１つの生物活性の発
生源を含む、第２チャンバと、
　前記第１チャンバと前記第２チャンバとを流体結合するように配置される、第１流体通
路であって、前記第１流体通路は、前記容器が前記第１の状態にあるとき、滅菌剤が前記
第１チャンバから前記第２チャンバ内に移動することを可能にし、前記容器が前記第２の
状態にあるとき、前記液体が前記第１チャンバから前記第２チャンバ内に移動することを
可能にするように配置される、第１流体通路と、
　前記第２チャンバと前記生物学的滅菌インジケーターの前記第１チャンバとを流体結合
するように配置される、第２流体通路であって、前記第２流体通路は、前記滅菌剤又は前
記液体が、前記第１チャンバから前記第２チャンバに移動する際に、排出される気体が、
前記第２チャンバから前記第１チャンバへ移動することを可能にするように配置される、
第２流体通路と、
を含む、生物学的滅菌インジケーター。
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【請求項２】
　ハウジングと、
　液体を含み、かつ前記ハウジング内部に配置される、容器であって、前記容器の少なく
とも一部分が壊れやすく、前記容器は、前記容器が無損傷であり、前記液体が前記ハウジ
ングの内部と流体連通していない、第１の状態と、前記容器が断裂して、前記液体が前記
ハウジングの前記内部と流体連通する、第２の状態とを有する、容器と
　前記容器が前記第１の状態にあるとき、前記容器が中に配置される、前記ハウジング内
部の第１チャンバと、
　前記容器が前記第１の状態にあるとき、前記容器及び前記液体が中に配置されず、前記
容器が前記第１の状態にあるとき、滅菌剤が中に移動し、前記容器が前記第２の状態にあ
るとき、前記液体が中に移動する、前記ハウジング内の第２チャンバであって、前記第２
チャンバは、前記容器が前記第１の状態にあるとき、前記液体と流体連通せず、前記容器
が前記第２の状態にあるとき、前記液体と流体連通する、少なくとも１つの生物活性の発
生源を含む、第２チャンバと、
を含む生物学的滅菌インジケーターを提供することと、
　（ａ）前記容器が前記第１の状態にあるとき、第１流体通路を介して、前記第１チャン
バから前記第２チャンバに滅菌剤を移動させ、
　滅菌剤が、前記第１流体通路を介して、前記第１チャンバから前記第２チャンバに移動
される際に、第２流体経路を介して気体を第２チャンバから第１チャンバへ内部的に放出
することによって、排出される気体を、第２流体通路を介して前記第２チャンバから外へ
移動させること、及び
　（ｂ）前記容器が前記第２の状態にあるとき、第１流体通路を介して、前記第１チャン
バから前記第２チャンバに前記液体を移動させ、
　前記液体が、前記第１流体通路を介して、前記第１チャンバから前記第２チャンバに移
動される際に、第２流体経路を介して気体を第２チャンバから第１チャンバへ内部的に放
出することによって、排出される気体を、第２流体通路を介して前記第２チャンバから外
へ移動させることの、少なくとも一方と、
を含む、生物学的滅菌インジケーターを使用するための方法。
【請求項３】
　ハウジング内に配置され前記容器を破砕するように構成されている破砕装置を、更に含
む、請求項１に記載の生物学的滅菌インジケーターであって、前記破砕装置は、前記容器
が、前記ハウジング内において、前記容器が前記第１の状態にあるときの第１の位置と前
記容器が第２の状態になるときの第２の位置との間で移動できるように、適合されている
、生物学的滅菌インジケーター。
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